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麟都市と学校

「生涯学習」の場所として、また馳 域Jのコミュニケーション センターとして、

「学校Jを積極的に外へ開放し、活用しようという動きが活発化してきた。

少子化に伴うlF.童数の減少、高齢化社会への移行、

教育制度の画一化 硬直化からの脱皮、

情報化社会への対応といつた教育を取りまく環境の変化が「学校」を開いていく。

とりわけ都市圏においては、

公共施設の有効利用という観点からも「学校Jの開放、複合化への関心は高い。

教育の場所から地域の拠点としての「学校」へ。

都市との関わりから「学校」の将来像を探る。
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